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都市工学科の創設都市工学科の創設

都市問題及び環境問題の重要性が広く一般に認識都市問題及び環境問題の重要性が広く一般に認識
される以前の1950年代後半から新学科設立の動き
があった

• 1958年：土木工学科から衛生工学科を申請

があった。

1958年：土木工学科から衛生工学科を申請

• 1960年：建築学科から都市計画学科を申請

• 1961年：両者が共同して都市工学科を申請

⇒1962年（昭和37年）：都市計画5講座と衛生⇒1962年（昭和37年）：都市計画5講座と衛生
工学3講座からなる都市工学科として発足
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学科発足後の担当教官陣容（1968年）学科発足後の担当教官陣容（1968年）

都市計画 敬称略

• 第一講座（都市基本計画）：日笠端、川上秀光

都市計画 敬称略

• 第二講座（都市設計）：丹下健三、大谷幸夫

第三講座（住宅地計画 都市解析）• 第三講座（住宅地計画、都市解析）：

本城和彦、下総 薫

• 第四講座（都市防災、国土及び地方計画）：

高山英華 伊藤 滋高山英華、伊藤 滋

• 第五講座（都市交通計画）：井上 孝、新谷洋二
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第 講 （都市 通 ） 井 孝、新 洋



学科発足後の担当教官陣容（1968年）学科発足後の担当教官陣容（1968年）

衛生工学 敬称略

• 第一講座（上水道）：

衛生工学 敬称略

板倉誠、石橋多聞、綾日出教

第二講座（下水道 都市衛生）• 第二講座（下水道、都市衛生）：

徳平淳、市川新徳平淳、市川新

• 第三講座（水質汚濁、水処理）：

杉木昭典 松尾友矩杉木昭典、松尾友矩
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それ以降の教授の方々それ以降の教授の方々

都
敬称略

都市計画分野

大谷幸夫、下総 薫、伊藤 滋、新谷洋二、大谷幸夫、下総 薫、伊藤 滋、新谷洋二、

川上秀光、渡辺定夫、森村道美、太田勝敏、

岡部篤行、北沢 猛（新領域）

衛生工学分野

松本順一郎、藤田賢二、松尾友矩、

矢木修身 大垣眞一郎 中西準子（環境安全セ）矢木修身、大垣眞一郎、中西準子（環境安全セ）
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元特任教授 元客員教授など元特任教授、元客員教授など

特任教授
敬称略

特任教授：

関沢愛（消防）、明石達生（まちづくり）、
多田 宏行（まちづくり）

客員教授客員教授：

桜井国俊（国際環境計画）、浅野孝（国際環境計画） 、桜井国俊（国際環境計画）、浅野孝（国際環境計画） 、

国包章一（水環境セ）

特定研究客員大講座教授：

三村信男 高田秀重（水環境セ）三村信男、高田秀重（水環境セ）

6都市工学科創立50周年記念式典 2012年11月1日



都市工学科の沿革

昭和３７年（１９６２） 都市工学科発足
昭和４１年（１９６６） 第１回の卒業生、修士課程設置
昭和４３年（１９６８） 博士課程設置、東大紛争
昭和５７年（１９８２） 留学生特別コース設置

平成 ４年（１９９２） 大学院重点化、国際環境計画（クボ
タ）寄付講座

平成１０年（１９９８） 空間情報科学研究センター設置
平成 年（ ） 水環境制御研究セ タ 設置平成１２年（２０００） 水環境制御研究センター設置
平成１５年（２００３） 消防防災科学技術寄付講座
平成１６年（２００４） 国立大学法人化平成１６年（２００４） 国立大学法人化
平成１９年（２００７） 社会人大学院・都市持続再生学コ

ス 「東大まちづくり大学院」設置 都市持続再生学
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ース 「東大まちづくり大学院」設置、都市持続再生学
寄付講座



「国費外国人留学生(研究留学生)の優先配置を行う特別プログラム」

昭和５７年（１９８２） 留学生特別コース設置

「国費外国人留学生(研究留学生)の優先配置を行う特別プログラム」

英語による都市工学留学生教育特別プログラム

平成１８年度 採択時
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平成４年（１９９２）国際環境計画（クボタ）講座

桜井国俊 元客員教授
北脇秀敏 元客員助教授

クボタ文庫

１９９２年１０月１日に、東京大学工学部都市工学科に、

クボタ文庫

年 月 、東京大学 学部都市 学科 、
寄付講座国際環境計画が株式会社クボタのご 協力を

得て３年間の予定で発足しました。本講座の目的は、我
が国の対途上国環境協力をより効果的なものとすべく、

htt // t t k j / j t/INTEP/i d ht l

研究・教育・情報提供活 動を行っていくことにあります。

ニュースレター第一号より
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平成１０年（１９９８） 空間情報科学研究センター設置

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/japanese/index.html

１０月から１０月から
貞廣幸雄教授へ

浅見泰司センタ 長浅見泰司センター長
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平成１２年（２０００） 水環境制御研究センター設置

花木啓祐 センター長
村上孝雄 客員教授村上孝雄 客員教授
古米弘明 教授
栗栖 太 准教授栗栖 太 准教授
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COE形成プログラム(1996-2001)
複合微生物系の機能を利用した高度水処理技複合微生物系の機能を利用した高度水処理技

術の体系化とその評価
＜研究代表：松尾 友矩（1996-2000)、大垣 眞一郎(2001)＞

研究の概要： 現代社会は上下水道システム抜きには考えることはできない
上下水処理において 微生物相の管理は環境の保全や水の安全性の管。上下水処理において、微生物相の管理は環境の保全や水の安全性の管

理のために重要な課題となっている。従来の微生物学では、その微生物相
を解析するために、単離・培養という操作が不可欠であった。単離・培養に
根ざした微生物学を水処理系に適用するというアプロ チは 定の成果を根ざした微生物学を水処理系に適用するというアプローチは一定の成果を
あげたが、それで水処理系での微生物の働きが全て明らかになったわけで
はない。それは、水処理系での微生物はさまざまな種類の微生物が共存す
る複合微生物系 機能 る あ 単離 た瞬 失われる複合微生物系として機能しているからであり、単離した瞬間に失われてし
まう機能があるかもしれないからである。本研究では近年発展してきた分子
生物学的な微生物相解析技術を積極的に取り入れ、水処理技術を”複合微
生物系”という視点から評価および体系化をすることを目的とする。

研究期間：平成８年度～１２年度

研究費 約６億円
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研究費： 約６億円 http://www.env.t.u-tokyo.ac.jp/project/COE/pamphindex-j.html



平成１５年（２００３） 消防防災科学技術寄付講座

山田常圭 特任教授

http://www.fse.t.u-tokyo.ac.jp/index.htm

消防防災科学技術寄付講座は 平成15年2月 東京大学大学院工学系研究科 化学シ消防防災科学技術寄付講座は、平成15年2月、東京大学大学院工学系研究科・化学シ
ステム工学専攻に設立され、当初3年間の予定で運営が開設された。その後、初期の目
的に添って着実に成果を挙げ、その活動実績が認められたことで、平成18年2月には2
年間の延長が決まり 所属を都市工学専攻へ移して講座を継続した 平成20年１月に年間の延長が決まり、所属を都市工学専攻へ移して講座を継続した。平成20年１月に

第１期目を終了したのち、これまでの実績や存在意義の重要性に鑑み、また、首都直下
地震等の巨大地震への備えや、少子高齢化社会での安全安心、持続的環境形成と防
災対策の調和など いくつもの新たな課題への挑戦のために ２期目５年間の更新が認
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災対策の調和など、いくつもの新たな課題への挑戦のために、２期目５年間の更新が認
められ、再び都市工学専攻において設置、スタートし現在に至っている。



平成１９年（２００７） 社会人大学院・都市持続再生学コース
「東大まちづくり大学院」設置、都市持続再生学寄付講座東大まち くり大学院」設置、都市持続再生学寄付講座

http://www.due.t.u-tokyo.ac.jp/mps/outline.html

安藤 尚一 特任教授安藤 尚 特任教授
遠藤 薫 特任教授
松行美帆子 元特任准教授

設立の趣旨 ：本コースは、都市づくり、まちづくり等の実務経験者（留学生を含む）に対す

る高度かつ総合的な教育を行い、日本やアジアを含む世界の都市づくり・まちづくりの現
場において持続的な都市の形成 再生を実践 主導する高度専門職能人を養成すること
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場において持続的な都市の形成・再生を実践・主導する高度専門職能人を養成すること
を目的として設立される社会人大学院である。



学内の関連研究教育機関学内の関連研究教育機関

• 工学部付属総合試験所建築方面研究室（その後 2004年4工学部付属総合試験所建築方面研究室（その後、2004年4
月附属総合研究機構へ）

• 先端科学技術研究センター（1987年5月設立）先端科学技術研究センタ （1987年5月設立）

• 環境安全研究センター（1975年4月設立）

空間情報科学研究センタ• 空間情報科学研究センター（1998年4月設立）

• 新領域創成科学研究科環境学研究系（1999年4月発足）

• 水環境制御研究センター（2002年4月設立）

• サステイナビリティ学連携研究機構（2005年設立）サステイナビリティ学連携研究機構（2005年設立）
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東京大学先端科学技術研究センター（通称「先端研」）

1987年設置1987年設置
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環境安全研究センター 1975年設置,1990年頃改組

山本和夫教授、中島典之准教授
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新領域創成科学研究科環境学研究系 1998年設置

htt // bk k t k j /http://sbk.k.u-tokyo.ac.jp/

味埜俊教授、出口敦教授、佐藤弘泰准教授
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サステイナビリティ学連携研究機構IR3S 2005年設置

福士謙介准教授福士謙介准教授

http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp/
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グローバルCOEプログラム「都市空間の持続再生学の展開

2008-20132008 2013
基幹専攻：都市工学

http://csur.t.u-tokyo.ac.jp/
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少子高齢化，インフラの老朽化，都市環境の劣化，都市災害の増加，文化・歴史性の喪失



アジア環境リーダー育成プログラム（APIEL） 2008-2013

http://www envleader u tokyo ac jp/http://www.envleader.u-tokyo.ac.jp/

プロジェクト代表：味埜俊教授、花木啓祐教授

アジアの環境問題の現場において問題解決に貢献できる実践力と、あるべき社会像

や進むべき道を示し社会を動かす力を併せ持った人材（環境リーダー）を育成します。

特任教員特任教員
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学部と大学院の学生定員学部と大学院の学生定員
(但し､留学生含まない｡)

学部 合計５１名

都市環境工学 １９名

駒場学生向け 分野KW
進学振り分け情報

都市環境工学 １９名

都市計画 ３２名
都市環境工学 (環境共生・
国際公共衛生・水・環境ﾊﾞｲｵ)

都 計

大学院 （修士課程と博士課程）

都市計画
（都市と地域の分析・計画・ﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ）

前期課程(修士)       ２５名

社会人まちづくり(修士) １２名社会人まちづくり(修士) １２名
後期課程(博士)      １１名
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都市工学科の特徴 都市を支える「都市環境工学」
都市を構想する「都市計画」

• 東京大学で唯一、「都市」について専門的、総合的に

都市工学科の特徴 都市を構想する「都市計画」

教育、研究している学科です。

• 分野別の「専門講義」と分野統合の「総合演習」で、体

「場」、「物」、「技」、「知」

系的な知識と技術を身に付けます。

• 都市の「スペシャリスト」から社会の「ジェネラリスト」ま

問題発見力、課題解決力

で、幅広い人材を育成しています。 多様で複雑な利害関係を踏
まえた、相互関係の理解力

資源 水 物質 エネルギ 金（資本） 情報

ヒト、人間、コミュニ
ティー、生活、行動、

資源、水、物質、エネルギー、金（資本）、情報

自然環境、生物、水辺、
居住空間、緑地、

計量・分析、解析、設計・デザイン
保全・管理・修復・改善・制御

都市社会環境 自然環境

ティ 、生活、行動、
社会活動

居住 間、緑 、
オープンスペース、

保全・管理・修復・改善・制御
計画、制度、政策

経済、社会制度、法律 公共空間公共サービス
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河川、上下水道、
エネルギー供給施設

学校、病院、公園など
の公共施設

道路・街路、鉄道、通信施設

都市生活基盤・産業基盤



都市工学科の特徴都市工学科の特徴
持続可能な社会に向けた統合的な取り組み21世紀環境立国

気候変動とエネルギー・資源

持続可能な社会に向けた統合的な取り組み

３Ｒを通じた資源循環温室効果ガス排出量の
大幅削減

地球生態系と共生して、
持続的に成長発展する

経済社会の実現経済社会の実現

生態系と環境負荷
気候変動と生態系

自然の恵みの享受と継承
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自然の恵みの享受と継承

http://www.env.go.jp/guide/info/21c_ens/index.html
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都市工学科卒業生の進路都市 学科卒業生 進路

さ
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ま
な
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るる
卒
業
生生

27



都市工学科卒業生の進路
2010
都市工学科
同窓会名簿

主な就職先等(学部・修士H14-22)
 国土交通省 環境省 経済産業省 厚生労働省 林野庁 会計検査院

都市工学科卒業生の進路
中央官庁・地方公共団体

同窓会名簿

 国土交通省 環境省 経済産業省 厚生労働省 林野庁 会計検査院
 東京都 横浜市 埼玉県 千葉県 名古屋市 岡山県 鳥取県
 都市再生機構 下水道事業団 国際協力機構 国際協力銀行
 鹿島 大成建設 清水建設 竹中工務店

公社公団・
国際機関 鹿島 大成建設 清水建設 竹中工務店

 三井不動産 三菱地所 野村不動産 森ビル 東京建物
 JR東日本、 JR東海、 JR西日本、 JR九州 東急電鉄
 全日空 日本航空 首都高速道路 日本郵船 商船三井

建設・不動産・
運輸

国際機関

 全日空 日本航空 首都高速道路 日本郵船 商船三井
 日建設計 都市環境研究所 類設計室 日本設計
 パシフィックコンサルタンツ 建設技術研究所 日水コン
 野村総研 三菱総研 みずほ情報総研 大和総研

設計事務所・
コンサルタント

 野村総研 三菱総研 みずほ情報総研 大和総研
 三井住友銀行 三菱UFJ信託銀行 みずほ信託銀行 日本政策投資銀行
 JPモルガン ゴールドマンサックス みずほ証券
 日本生命 東京海上日動火災保険 日本興亜損保

銀行・証券・保険
 日本生命 東京海上日動火災保険 日本興亜損保
 三菱商事 住友商事 三井物産 伊藤忠 丸紅
 NHK NTTドコモ IBM 富士通 電通 博報堂
 東京電力 東京ガス 電力・ガス

商社・放送・通信・
広告

東 東
 荏原製作所 三井造船 栗田工業 住友重機械 メタウォーター
 日立製作所 トヨタ キリン

電

製造業・エンジニアリング・
28
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都市工学科のカリキュラム都市工学科のカリキュラム

都市環境工学コース 都市計画コース

講義：２コース共通、必修なし

都市環境工学 ス 都市計画コ ス

持続可能で安全・
快適な都市のための

建築、街区から都市、
そして広域へ

快適な都市のための
環境計画と技術開発

多様なスケールに対応
する計画技法

演習
実験

見学
調査

成果
作品実験 調査 作品

必修科目：2年 環境計画基礎演習・都市工学設計製図
3年・4年 環境工学実験演習・都市工学演習、卒業研究・卒業設計 30

特色科目
独自のテーマで輪講



都市工学科の研究・教育活動都市工学科の研究 教育活動

都市環境工学 ６研究室都市計画 ９研究室 都市環境工学：６研究室

環境システム

都市計画： ９研究室

都市計画
都市水システム
都市資源管理

都市デザイン
住宅・都市解析

水環境制御
環境質リスク管理

都市情報・安全システム
国際都市計画・地域計画

環境微生物機能都市交通
環境デザイン
都市生活学・ネットワーク
行動学

空間デザイン
31
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９月から
社会基盤専攻 教授へ
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創立５０周年記念事業コンセプト創立５０周年記念事業コンセプト

アーカイブ アイデンティティア カイブ アイデンティティ

・５０年の歩み
・写真集

・学科ロゴ
・学科紹介パンフレット写真集

・インタビュー
伊藤滋先生
松尾友矩先生

学科紹介パンフレット
・５０周年ホームページ

同窓生の声
同窓生座談会松尾友矩先生 同窓生座談会

これからの都市工学科
・５０周年記念講演会・５０周年記念講演会

次の５０年の展望
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記念式典HPの開設

http://www due t u tokyo ac jp/ue50/http://www.due.t.u-tokyo.ac.jp/ue50/

http://www.due.t.u-tokyo.ac.jp/ue50/
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都市工学科のロゴ都市 学科
検討案

・学科としての一つのまとまりであることを表す

50周年とし の「新しさ と「蓄積 を両方表す

・ロゴが目立ちすぎず、さりげないものにする

・50周年としての「新しさ」と「蓄積」を両方表す
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「卒業生の声」卒業生の声」

寄稿方法は50周年記念事業のページをご覧ください。
来年1/11まで募集します来年1/11まで募集します。
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記念品「鮫⽪名刺⼊れ」（ｼｬｰｸｽ＠気仙沼）

独特の革の凹凸があり 傷も独特の革の凹凸があり、傷も
つきにくく、使う程に柔らかさと
艶が増す艶が増す

水に強く、高い強度を兼ね備
えた希少な天然素材えた希少な天然素材

４,０００円/個

都市工学科ロゴ入り

,

『シャークス』は津波で壊滅した気仙沼市南町地区に、
2011年12月24日オープンした仮設商店街

54

年 月 オ ン 仮設商店街
「気仙沼復興商店街－南町紫市場」に店舗を構える
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お静聴ありがとうございました。

今後とも学科へのご支援を
よろしくお願い申し上げます。よろしくお願い申し げます。
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